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ご挨拶 

 

 

関係各位 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 

「第 1 回おおた研究・開発フェア」の開催につきましては格別のご高配を賜り、厚く 

御礼申し上げます。 

 

出展者各位並びに関係者の皆様の多大なるご支援とご協力をいただきまして無事に終了

することができました。 

 つきましてはフェアの結果報告書をまとめましたので報告させていただきます。 

 今後とも関係各位のより一層のご支援とご協力を心よりお願い申し上げまして、御礼の

挨拶とさせていただきます。 

 

平成 24 年 2 月 

大田区 

公益財団法人大田区産業振興協会 
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開催概要 

 

●名称      第 1 回おおた研究・開発フェア 

●サブタイトル  新製品・新技術展 

●主催      大田区、公益財団法人大田区産業振興協会 

●後援      関東経済産業局、近畿経済産業局 

●開催日時    平成 23 年 10 月 11 日（火）・12 日（水）10：00～18：00 

●会場      大田区産業プラザＰｉＯ １階大展示ホール 

●入場料     無料 

●出展規模    ６０コマ（研究開発成果・新技術の発表を行う６１の企業・大学） 

         １コマ（大田区産業振興協会） 

●来場者数    １，２１１人（初日４８７人、２日目７２４人） 

●同時開催    第 43 回モノづくり受発注大商談会 in 大田 

         オープンイノベーションマッチング in 大田 

         国際取引促進商談会 in 大田 

         研究開発マッチングセミナー 

        （以上は「おおた拡大ビジネスマッチングフェア」内事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  第 43 回モノづくり受発注大商談会 in 大田      オープンイノベーションマッチング in 大田 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際取引促進商談会 in 大田             研究開発マッチングセミナー 
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開会式 

●開会式 ２０１１年１０月１１日（火）９：４５～１０：００ 

 （おおた拡大ビジネスマッチングフェアの開会式を実施） 

 

 

 

 

 

 

 

●主催者挨拶 

大田区長 

松原 忠義 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主催者挨拶 

（公財）大田区産業振興協会 

理事長 野田隆 

 

 

 

 

 

 

 

 

●来賓挨拶 

大田区議会 

議長 高瀬三徳様 
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開催風景 
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出展者一覧 
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出展者のプレゼンテーション 
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出展者のプレゼン風景 
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会場レイアウト 
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出展者アンケート結果 

【出展者６１社より集計】 

    ●フェアでの交流について 

質問内容 初日 二日目 合計 

交流の件数 

（名刺交換、商談の合計） 
1,598  1,773  3,371  

交流の内、可能性の高い件数 103  128  231  

 

 ●出展の成果                   ●事前に実施した勧誘活動（件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●次年度の開催時間についての希望 

 

 

 

8% 

64% 

26% 

2% 

１０：００～１８：００ １０：００～１７：００ 

初日１８：００迄、２日目１７：００迄 １５：００～２０：００ 

訪問・勧誘 9 

招待券配布 35 

メールなどで勧誘 19 

雑誌に出展を掲載 1 

HP 掲載 19 

ポスターを社内・学内掲示 23 

その他 2 

33% 

39% 

23% 

5% 0% 

あった 
ややあった 
どちらともいえない 
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出展者からの声（抜粋） 

 

出展してみての感想 

本学の卒業生が多くいらっしゃって交流が図れた。産学連携についての多くのご提案をいただいた 

正直お客さまの反応は期待していなかったが、予想に反して来客数が多く、また出展品に対しても好

評であった 

お客さんは内部交流の方が多かった。外部の方も来てほしい 

思っていたより全体来場者が多く、ブース来客との技術的なディスカッションを行うことができた。 

プレゼンテーションは１日目だけではなく２日目も実施したほうがよいと思う。プレゼンを行うこと

によりブースへの来場効果があるのではないか。 

意義のある交流ができました 

今後も引き続き開催をお願いいたします 

他社大学の技術をみるとても良い機会だった 

大変手ごたえがあったと思います 

スタッフの方の手際が良かったと思います 

相談・質問内容が大変幅広いことに驚いた 

非常にコンパクトでニーズを探りよりシーズを探るのに面白かった 

５時過ぎの来場者が少ないので６時までは長すぎる 

新技術の PR に成果があった 

来場者の中の意外と多くの人の関心が得られたと感じている 

来場者数は多めだったが、どういった層の方々がこられているのか解り難かった 

まともな訪問者率が高いと感じる 

通常商談できない会社と商談する機会があり満足です 

他業種の方たちと様々な話ができ今後の参考になった 

医療、ヘルスケアに関する関係の方の来客が少ないと感じた 

ＴＶ局に取材をしていただいたおかげで見学者の方が増えました 

スペースが狭いためか全体的に地味な印象 

来客者は皆熱心であった 

専門的な質問が多かった 

普段交流の無い層との話ができ刺激になった。来客がどういった分野の方か名札等で判別がつけばよ

り有意義な会話に結び付けることができるのではないか 

出展企業のレベルが高く、大変刺激を受けた。 

思いのほか見学人数が多く積極的な質問がありました 
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意外と来場者が多かった。モノづくりの現場の人が多いので雑談がはずむ。本当にいろいろな人が来

ますね。第１回目として成功と思います。 

中小企業の来訪者が多く、具体的に技術移転が進む可能性がある 

普段直接関わる機会が少ないですが大田区には素晴らしい技術の集積があることを実感しました。こ

の展示会に参加させていただき、良い経験になりました。ありがとうございました 

通路が狭いので少しでも広げてほしい 

思わぬビジネスが成立するかもしれないと思いました 

数々のビジネス、研究開発があることを実感しました 

関東に知名度がない本学が出展できる機会を設けていただき今後の課題や重点項目が改めて浮き彫

りになる貴重なフェアとなりました。大変お世話になりました 

大田区の企業と交流できてよかった 

情報収集目的の来場者が多いと感じた。 

予想以上に関心を持っていただけたようで、いくつか検討の対象になるような提案などもあり、充実

した出展になった 

第 1回展示会で不安を持っていたが、小規模な割には来場者との話があった。 

思っていたより技術相談の申し込みがあった 

来場者が予想より多くとても良かった 

出展者または来場者に大田区の中小企業関係者が少なかったと見受けます。大学研究者が持つニーズ

も技術的に解決できる、高い技術企業シーズを持った中小企業経営者との接点を期待しております 

出展者が座るイスがほしかった。立ちっぱなしはつらいです 

大田区内で実際に加工を行っている業者と話ができた 

ゆっくり話せるスペースがあるともっとよい 

大学と企業のブースを混ぜているのでブース（参加者）同士での交流を図ることができた 

企業の来客も多く規模の割に有効だった 

色々な会社の技術を見せていただき、今後共同でビジネスをしたいと感じた 

大変勉強になることが多かった。これからの開発のアイデアなどもいただけたので参考にしてみたい 

はじめてにしては充実していたと思います 

もう少し入場者がほしい 

人の流れが絶えず、常に接客をさせていただきました。 

大田区関係機関の方の理解協力が得られた。より具体的連携の一歩としたい。 

多くのインダストリーおよび業種の人々に面談できたのは良かった。 

大田区の「モノづくり企業」の熱意を強く感じました。今後の拡大発展を願います 
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来場者アンケート 

 

 

 

 

 

   ●アンケート回答者の業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●興味を持ったブース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来場者総数 アンケート回収数 回収率 

1,211 689 56.9% 

53% 

17% 

2% 

3% 
1% 

1% 
0% 5% 

3% 6% 

1% 

1% 2% 

5% 

製造業 

商社 

流通 

ＩＴ・情報通信 

建設 

医療・福祉 

農業 

公的機関 

サービス 

金融 

マスコミ 

一般・学生 

教育 

その他 

11% 

13% 

25% 

12% 

8% 

17% 

7% 

3% 3% 
1% 

新エネルギー 

環境技術 

機械 

医療・ヘルスケア 

ナノテク 

材料技術 

バイオ・植物工場 

ＩＴ 

その他のブース 

出展社のプレゼン 
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   ●当日の交流について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●交流ができなかった理由（47件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●会場内のサービスや会場の雰囲気について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81% 

4% 

3% 12% 

技術・製品説明を受け

た 

共同研究について打ち

合わせた 

製品購入について打ち

合わせた 

交流をしなかった 

83% 

17% 

目的の技術・製品がな

かった 

目的のブースが混んで

いた 

14% 

83% 

3% 0% 

非常に良かった 

良かった 

あまり良くなかった 

悪かった 
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   ●参加した併催イベント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●来場のきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●おおた研究・開発フェアに対しての感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4% 

2% 

10% 

31% 

53% 

10/11オープンイノベー

ション 

10/11国際取引商談会 

10/12研究開発マッチン

グセミナー 

10/12受発注商談会 

参加したイベントはない 

7% 

13% 

6% 

8% 

2% 
38% 

4% 

12% 

10% 

テレビのニュース 

展示会ＨＰ 

出展者ＨＰ 

メールマガジン 

雑誌 

主催者からの勧誘 

ポスター 

招待券 

その他 

13% 

82% 

5% 

0% 

非常に良かった 

良かった 

あまり良くなかった 

悪かった 
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来場者 1,211 名のプロフィール 

 

●来場登録の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●来場者の地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24% 

76% 

事前登録 

当日登録 

0% 2% 

31% 

56% 

2% 
4% 

3% 0% 
2% 

北海道 

東北 

大田区 

関東 

北信越 

中部東海 

近畿以西 

海外 

記載なし 
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●業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●所属 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ●来場目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51% 

12% 2% 

3% 

2% 

0% 

7% 

5% 

6% 

1% 

2% 

9% 

製造業 

商社 

流通 

ＩＴ 

建設 

医療・福祉 

公的機関 

サービス 

金融 

マスコミ 

一般・学生 

その他 

15% 

11% 

4% 

1% 

1% 

27% 
0% 

19% 

1% 

3% 

1% 
17% 

研究 

製造 

生産 

品質 

ＩＴ 

営業 

試作 

経営 

ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

調達・資材 

知財・法務 

その他 

56% 

13% 

5% 

2% 

7% 

1% 
16% 

新製品・新技術の調査 

提携先・共同研究先へ

の調査 

競合の情報収集 

プレゼン聴講のため 

併催イベントへの参加 

次回出展検討のため 

その他 



19 

 

広報宣伝活動 

 

●公式ＷＥＢ                    ●テクノプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目・媒体名 種類 数量 実施期間 

公式ＷＥＢサイト掲載 ＷＥＢ ３ヶ月間 ７月中旬～１０月 

東京都、その他へのＷＥＢリンク ＷＥＢ ２ヶ月間 ８月～１０月 

テクノプラザ広告 広報誌 ６５００部 ９月号 

来場者勧誘パンフレット 配布物 出展者へ PDF ファイル送付 ９月上旬 

招待券 配布物 ２，０００部 ９月中旬から 

ポスター Ａ１サイズ ポスター ２００部 ９月中旬から 

見本市展示会通信 新聞 １２，０００部 ９月１５日 

日刊工業新聞社 メールマガジン ４８，９８４通 ９月２７日 

マークラインズ（自動車業界向け） メールマガジン １０１０通 ９月２８日 

案内状ＦＡＸ送付 ＦＡＸ ７，０００通 ９月中旬から１０月会期まで 

DM 発送 郵便 １，０００通 ９月下旬から１０月初旬まで 

案内状メール送付 メール ６，０００通×２回 １０月上旬から１０月会期まで 

ＮＨＫ テレビ ニュース １０月１１日正午のニュース 

テレビ東京 テレビ ニュース １０月１１日ワールドビジネスサテライト 

大田ケーブルネットワーク  テレビ ニュース １０月１２日デイリー大田 
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  ●ポスター・来場勧誘パンフレット   ●招待券 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●見本市展示会通信                 ●マークラインズメルマガ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日刊工業新聞メルマガ 

 

 

 

 

 

 

 

 


